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次世代フェローシップ・次世代AIフェローシップ
合同説明会
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説明会スケジュール

1. 広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム（SPRING）について

2. 広島大学次世代AI人材育成・支援プロジェクトについて

3. 質疑応答



Program for Developing and Supporting the Next-Generation of 
Innovative Researchers at Hiroshima University

(HU SPRING)

広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム
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文部科学省「次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）」の支給対象について

「次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）」事業に関し、文部科学省より「研究専念支援金（生活費相当額）支援の対象
は日本人学生に限定する」旨の方針が示されたことに伴い、当該事業により実施する「広島大学創発的次世代研究者育成・支援プ
ログラム」は、日本国籍を有する者または永住者等の一部の在留資格を持つ者のみが支援対象となります。

〇「広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム」の支援対象者（2026年4月支援開始分から）
以下の国籍要件または在留資格等のいずれか該当する者。
① 日本国籍を有する者
② 特別永住者（入管特例法第３条の規定による法定特別永住者として本邦に在留する者）
③ 永住者（法務大臣から永住の許可を得た者）
④ 日本人の配偶者等（日本人の配偶者、子、特別養子）
⑤ 永住者の配偶者等（永住者・特別永住者の配偶者及び本邦で出生し引き続き在留している子）
⑥ 定住者（一定範囲のインドシナ難民、一定範囲のヴェトナム難民、日系３世、定住者の配偶者、帰化した日本人・永住者・特
別永住者・定住者の実子、中国残留邦人及びその子、日本人の実子を扶養する外国人親などのうち、将来永住する意思が認められ
る者に限る。）
⑦ 家族滞在（下記のいずれにも該当する者に限る。
・日本国内で出生又は12歳に達した日に属する学年の末尾までに初めて入国した者。
・日本の小学校等から高校等までを卒業・修了した者。
・博士（後期）課程修了後も日本で就労して定着する意思がある者。）

※「広島大学創発的次世代AI人材育成・支援プロジェクト」については、支援対象者は変わらず、引き続き”留学”などの在留資格
の留学生も支援対象です。

本学では、別途、外国人留学生を支援する「広島大学グローバル博士フェローシップ制度」を創設しますが、本説明会は「広島大
学創発的次世代研究者育成・支援プログラム（SPRING）」及び「広島大学創発的次世代AI人材育成・支援プロジェクト」に関す
る説明会となります。



5

Regarding Eligibility for MEXT "Support for Pioneering Research Initiated by the 
Next Generation (SPRING)"

MEXT has announced the following policy: "Support for the stipends (equivalent to living expenses) 
shall be limited to Japanese students." Accordingly, the "Program for Developing and Supporting 
the Next-Generation of Innovative Researchers at Hiroshima University" implemented under 
this initiative will only support individuals holding Japanese nationality or certain residence 
statuses such as permanent residents.

※ International students remain eligible for support under the "Project for Developing and 
Supporting the Next-Generation AI Researchers at Hiroshima University."

Hiroshima University will separately establish the "Hiroshima University Global Doctoral 
Fellowship" to support international students. However, this information session pertains to the 
"Program for Developing and Supporting the Next-Generation of Innovative Researchers at 
Hiroshima University (SPRING)" and the "Project for Developing and Supporting the Next-
Generation AI Researchers at Hiroshima University."
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なぜ博士人材が重要か
• 博士人材は、深い専門知識と課題発見・解決能力などの汎用的能力によって、高い発明生産性をもっ

てイノベーションへ貢献し、社会全体の成⾧・発展をけん引することができる重要な存在。
• 博士＝研究者ではなく、博士＝複雑な課題への解決策を提示できる能力を持つ者。

博士人材は、複雑化する社会の中で、アカデミアだけでなく、産業界を含めた多様なフィールドで
の活躍することが期待されている。

引用：「博士課程学生への支援について」文部科学省科学技術・学術政策局（令和３年11月15日）
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なぜ本プログラムが実施されているか（国・文部科学省の動き）

本学も実施機関に採択
↓

「広島大学創発的次世代研究
者育成・支援プログラム」

として支援開始

※本プログラム採択者のことを
「次世代フェロー」と呼称します。

引用：文部科学省科学技術・学術政策局主要事項令和６年度科学技術関係概算要求資料
JST「次世代研究者挑戦的研究プログラム」が始動
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経済的支援
●研究専念支援金１９万円/月＋研究費４０万円/年を支給（年合計２６８万円の支援）

●各種支援プログラムの提供（※2024年12月時点。各プログラム内容は変更することがあります。）

・総合知研究支援プログラム
異なる研究分野の学生間で行う共同研究の経費を支援

採用予定件数: 10件程度
助成金額: 1件あたり上限100万円程度

・世界に羽ばたけ海外研究活動支援プログラム
研究留学、海外での研究活動に必要となる経費を支援

採用予定件数: 20件程度
助成金額: 1件あたり 上限100万円程度

・スキルアップイベント企画への助成
研究者としてのスキル形成に資するイベントの企画・運営の経費を支援

採用予定数：若干名
助成金額：1件あたり上限50万円程度

●HU SPRING奨励賞
予定数：30名～40名程度（各活動や取組において優秀な成果・成績を挙げた支援学生）
支援金額：1人あたり12万円の研究奨励費を追加支給。

次世代フェローへの支援内容について（経済的支援）
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キャリアパス整備（研鑽・スキル形成機会の提供）
●3QUESTIONS

研究についての3つの設問に答える形のポスター発表を行うイベント

●未来博士3分間コンペティション
１枚のスライドと３分間という時間で研究内容を伝えるスピーチ全国大会

●ジョブ型研究インターンシップ
産業界と大学が協力して実施する、⾧期・有給・ジョブ型のインターンシップ

●英語教育プログラム
英語によるディスカッションスキルを磨くためのオンラインプログラムを提供

●セミナー・ワークショップ
英語論文執筆や英語プレゼンテーションのスキル向上に関するセミナー・ワークショッ
プを実施

※2026年度の各支援コンテンツの実施スケジュールは採択後の説明会でご案内しますが、過去に
実施した支援は以下のHPで閲覧可能です。
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fellowship/huspring/support

次世代フェローへの支援内容について（キャリアパス整備）
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株式会社アカリクと連携したイベント
株式会社アカリクと連携して、各支援コンテンツにつながるワークショップも実施予定です。

●研究内容の伝え方ワークショップ
博士課程レベルの研究内容を一般社会にわかりやすく簡潔に伝えるプレゼンテーションスキルを形成するWS。

→「未来博士3分間コンペティション」へ挑戦する準備として活用しましょう。

●共同研究の創出支援ワークショップ
異なる分野を研究する学生同士が、自他の研究内容を整理し、協力しながら新しい研究テーマを創出するWS。

→「3QUESTIONS」と同日開催予定です。他の人のポスターを見ながらワークショップに参加し、異分野融合がで
きそうなテーマが見つかれば、「総合知研究支援プログラム」を活用しましょう。

●スキルアップイベント企画ワークショップ
学生の研究活動に資するイベント企画スキルを形成のため、アイデア創出及び企画設計を支援するWS。

→よい企画設計ができれば「スキルアップイベント企画助成」を活用して実際にイベントを運営してみましょう。
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次世代フェローへのなすべきことについて

①毎年度1年間の研究計画を策定し、研究計画を踏まえた研究活動
に専念すること。

②研究活動の状況を定期的に大学に報告すること。

③各種調査に協力すること。特に本学修了後 10 年間のキャリアに
関する追跡調査に必ず協力すること。

④大学が実施する研究力向上等に関するプログラムに参加すること。

⑤「広島大学における研究活動に係る研究倫理教育に関する細則」
に基づき、必要な研究倫理教育を受講すること。

⑥「HU SPRING」が実施する取組やHIRAKU－PFで案内する活動
等に参画すること。（特に「3QUESTIONS」は必ず参画し、「未
来博士3分間コンペティション」は積極的に参画すること。）

⑦ジョブ型研究インターンシップのアカウント登録を必ず行うこと。

前述の支援プログラ
ムやイベントを積極

的に活用して、
研鑽・スキル形成に

役立てること。
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• 本プログラムでは、広い視野と知識をもち、優れた判断力と行動力を有する総合的な力で、
我が国の将来の科学技術・イノベーションに貢献し、世界をより良くする取り組みを推進
できる人材を求めます。

• 特に、広島大学 で博士号を取得した後も我が国の科学技術・イノベーション
創造に直接携わる意思を有する者を求めており、審査においてもこの点を重
視します。

求められる人物像

• 本学では全学年あわせて、379枠の支援枠があります。

• この枠のうちで、次世代フェローの修了や辞退、取消等で空いた枠を募集してい
きます。

• 2024年度からこれまで募集・選考を4回実施した結果、通算の採択率は62.3％でした。

次世代フェローの採択枠・採択率

※件数ではなく実人数による採択率
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応募資格・要件※一部簡略化しています。応募する際には必ず募集要項を確認ください※

• 支援を開始する月の初日において本学大学院の博士課程に在学する者。ただし、標準修業年限を
超えて在学している者及び休学している者を除く。

• 支援を開始する月の属する年の1月から12月までの間に240万円以上の収入(アルバイト等不安定
な収入を除く）を得ることが見込まれない者。

• 日本学術振興会の特別研究員、国費外国人留学生制度による支援を受ける留学生又は母国からの
奨学金等の支援を受ける留学生でない者。

• 他の奨学金等との併給が不可とされる地方公共団体や民間団体等の奨学金を受けることが見込ま
れない者。

併給不可の奨学金については、”申請中（結果待ち）”であっても本プログラムには応募できません。
※他財団の奨学金へ申し込み、その後、申請取り下げや辞退を行った際に、財団と大学の関係が悪化し、他の
学生が奨学金に申し込めなくなる可能性があるため、一律に不可としています。

日本学術振興会の特別研究員については、本プログラムの“併給”はできませんが“併願”は可能です。次世代フェ
ローに応募する学生には特別研究員にも応募することを強く推奨しています。特別研究員採択時には、本プロ
グラムを辞退していただき、一人でも多くの学生を支援するためその枠を活用します。
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HU SPRING申請書 作成上の注意点 (１)
「学振DC申請書をベースに作成可能です」



15

HU SPRING 申請書（学振DC申請書と異なる点）

「日本の将来の科学技術・イノベーションへの貢献」に関する記述を求めます。
→「日本の現状」を把握したうえで，「自身の経験・強み」を「具体的に」、将来「どこ」で「どのように」
生かしたいのか？を考える機会としてください。

HU SPRING申請書 作成上の注意点 (２)

単に研究員として研鑽を続ける、国際性を高める
海外の・・研究室で研究員になり、高インパクト論文を出版する
単に日本で大学・企業等で研究者・技術者になる

→本学では先述した各支援を用意しています。こういったの支援を“どのように活用して目指す博士人材像に向
けて研究活動を実施していくのか” を記載してください。
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HU SPRING申請書 作成上の注意点 (３)

●申請書には指定の書式があり、
文字サイズやページ数にも指定があります。

●申請には指導教員（入学前の学生は受入予定
教員）のご確認が必要です。

※これまでの事例として・・
• 指定書式以外で応募
• 指定のページ数を超過
• 教員の確認チェック欄に確認を得ずに応募
• チェックシートの未提出、チェック漏れ

これらは、審査対象外となる場合があります。
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HU SPRING申請書 作成上の注意点 (４)

●過去の申請書等との類似性をチェックし、不正があった場合には採択を取り
消すとともに、支給した研究専念支援金および研究費の全額返還を求めます。

●研究者として、他人の文章を剽窃することは許されません。

申請書は、自身の創作する文章で作成しましょう。
他者の文献を引用する必要がある場合には、出典元を明記するなど、引用の
ルールに基づいて行ってください。

（参考資料）
• レポート作成上の注意（2016年3月改訂）
• 研究倫理教育（大学院生Basic）研究活動における不正行為の防止について」
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二次審査について

●申請書による一次審査（書面）を行い、
その後、一部の申請者に対してのみ、二次審査を実施予定です。

一次審査は、原則、専門分野の近い審査員 1 名、他分野の審査員 2 名で審査を行い
ます。
→他分野の審査員にもわかりやすい申請書としてください。

●二次審査は動画や面接により行う予定です。
二次審査の審査形式や詳細については、対象者に別途e-mailで通知しますが、
「研究内容」や「日本の科学技術・イノベーション創造に寄与する自身のキャリア
パス」について、わかりやすく説明を求めるものとなります。

二次審査の対象になる場合に備えて、研究内容やキャリアパスについてわかりやす
くまとめておくなど準備をしておいてください。



連絡先問い合わせ先問い合わせ内容

fellowship@office.hiroshima-u.ac.jpグローバルキャリアデザインセンター
・次世代フェローの募集、

選抜、義務に関すること

・研究専念支援金に関すること

hu-spring@office.hiroshima-u.ac.jpHU SPRING事務局
(学術・社会連携支援部)

・各種支援プログラムに

関すること

gakujutu-project@office.hiroshima-u.ac.jp学術・社会連携支援部
・次世代フェローの研究費、

予算管理に関すること

広島大学HP「大学院生支援プロジェクト」:https://www.hiroshima-u.ac.jp/fellowship
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HP・各種問い合わせ先について
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「公式Webサイト＞大学院生支援プロジェクト 広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム (SPRING) ＞よくある質問（FAQ）
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fellowship/faq

こちらも参考にしてください

よくある質問をまとめています。
随時更新しています。
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【今回の公募期間】募集要項は12月8日から公開中。

申請書受付期間は、
12月15日（月）9時～1月5日（月）17時まで

「公式Webサイト＞大学院生支援プロジェクト 広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム (SPRING) 年間公募スケジュール」
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fellowship/nextgeneration/schedule

今後の次世代フェロー公募スケジュールについて
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こちらに募集要項・応募書類などを
掲載しています。

「公式Webサイト＞大学院生支援プロジェクト 広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム (SPRING) ＞公募情報
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fellowship/nextgeneration/application

今後の次世代フェロー公募スケジュールについて
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